
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 Vol.3では、平成12年（一部平成11年）にJr.ユー

スの部が参加した大会の結果を中心に、埼玉県内の

Jr.ユースの活動の様子をお知らせします。 

 

【埼玉県クラブJr.ユースサッカー連盟】 

 さて、中学校と異なり、Jr.ユースクラブの活動に

ついてはなかなか伝わってきませんが、埼玉県には、

「埼玉県クラブジュニアユースサッカー連盟」があ

り、加盟クラブ31、準加盟クラブ６の計37クラブチ

ームが、Jr.ユースクラブとしての活動を行っていま

す。最も古いクラブは1975年に設立された草加西町

フットボールクラブです（連盟登録は97年）。浦和SC

は、91年に設立され、連盟には92年に登録をしてい

ますので、現会員クラブの中では６番目の加盟でし

た。 

埼玉県クラブジュニアユースサッカー連盟の詳し

くは、連盟のＨＰ（http://www.ops.ne.jp/~SCJY/）

でご覧になれますので、パソコンをお持ちの方はぜ

ひそちらも覗いてみてください。 

 

【年間の大会スケジュール】 

 さて、Jr.ユースで昨年度開催された大会は、主に

以下のとおりであり、概ね例年のこのようなスケジ

ュールで大会が開催されています。 

①99年12月～   第９回埼玉県ｸﾗﾌﾞｼﾞｭﾆｱﾕｰｽ

（U-14新人戦）選手権大会 

②00年４月～５月 第15回日本ｸﾗﾌﾞﾕｰｽ選手権

（U-15）大会 

③00年６月～７月 高円宮杯第12回全日本ｼﾞｭﾆｱﾕｰｽ

（U-15）選手権大会 

④00年９月    高円宮杯埼玉新聞社旗争奪第９

回埼玉県ﾕｰｽ（U-15）選手権 

⑤00年10月～11月 第10回埼玉県ｸﾗﾌﾞｼﾞｭﾆｱﾕｰｽ

（U-15）選手権大会 

⑥00年11月～  第１回埼玉県ｸﾗﾌﾞｼﾞｭﾆｱﾕｰｽ（U-13）

選手権大会兼ﾅｲｷﾌﾟﾚﾐｱｶｯﾌﾟ01第

３回埼玉県ｸﾗﾌﾞ予選大会 

 

 このうち、④の埼玉新聞社旗争奪大会は、③の大

会の上位チームに加えて、中学校の県内上位校計20

チームが参加する大会であり、浦和ＳＣは残念なが

ら参戦していません。 

 また、⑥は、人数の関係などから参加を見送りま

した。 

 

【健闘及ばず、各大会で予選リーグ突破できず！】 

①第９回埼玉県ｸﾗﾌﾞｼﾞｭﾆｱﾕｰｽ（U-14新人戦）選手権 

 浦和SCは、予選Ｆブロックに入り、１勝２敗勝ち

点３で、グループ３位でした。本大会の優勝チーム

はREDSｼﾞｭﾆｱﾕｰｽでした。 

 

Ｆﾌﾞﾛｯｸ 武 富 川 浦 得 失 勝点 順位

武南JY  1-1 1-1 10-0 12 2 5 １ 

富士見FC 1-1  0-0 2-4 3 5 2 ４ 

川越FC 1-1 0-0  3-0 4 1 5 ２ 

浦和SC 0-10 4-2 0-3  4 15 3 ３ 

 

②第15回ｸﾗﾌﾞｼﾞｭﾆｱﾕｰｽｻｯｶｰ選手権（U-15）大会 

 浦和SCは、予選Ｈブロックに入り、１勝１敗勝ち

点３でグループ２位となり、惜しくも２次リーグ進

出を逃しました。 

 

Ｈﾌﾞﾛｯｸ Han 浦 川 得 失 勝点 順位

HAN・FC  5-0 1-0 6 0 6 １ 

浦和SC 0-5  1-0 1 5 3 ２ 

川越ﾌﾞﾚｰｻﾞ 0-1 0-1  0 2 0 ３ 

 

③高円宮杯第12回全日本ｼﾞｭﾆｱﾕｰｽ（U-15）選手権 

 浦和SCは、予選Ｅブロックに入り、１勝３敗のグ

ループ４位となり、予選リーグ敗退となりました。 

 前年度に勝っている富士見ＦＣに大量失点で破れ

ており、この３大会いずれも、大量失点の試合があ

ることから、好不調の波が激しいことが伺えます。 
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Ｅﾌﾞﾛｯｸ 富 草 寄 浦 飯 得 失 
勝

点

順

位

富士見ﾌﾟ

ﾘﾒｲﾛ 
 2-3 14-1 5-0 2-3 23 7 6 3

草加JFC 3-2  8-0 3-1 0-2 14 5 9 2

寄居

FENTZ・FC 
1-14 0-8  0-6 0-2 1 30 0 5

浦和SC 0-5 1-3 6-0  0-2 7 10 3 4

飯能ﾌﾞﾙｰ

ﾀﾞ 
3-2 2-0 2-0 2-0  9 2 12 1

 

④第10回埼玉県ｸﾗﾌﾞｼﾞｭﾆｱﾕｰｽｻｯｶｰ(U-15)選手権大会 

 本大会は、トーナメント形式で行われました。浦

和SCは、１回戦を上尾SCと戦い、２－４で惜敗しま

した。 

 

【浦和ＳＣジュニアユースの活動】 

 今年度、浦和SCのJr.ユースは、３年生15人、２年

生４人、１年生８人の計27人が活動してきました。 

 大会期間を終えた１月現在も、何人もの３年生が

練習に参加しており、ある程度の人数はいますが、

１～２年生の人数が少なく、大会等への単独学年で

の参加が難しい状況にあるのも事実です。 

 一方で参加されている少年会員や保護者の方から

は、友達もできて楽しく過ごしているというありが

たい感想もいただいています。 

 このような良い雰囲気を引き継ぎつつ、やはりあ

る程度の活動が活発に行えるように会員を増やして

いくことが急務とも言えます。 

 浦和SCのJr.ユースは、ほんの６～７年前には高円

宮杯で全国優勝を飾っていますが、その後、浦和REDS

と分かれた活動となってからは、有力な新入会員が

REDSに入るようになり、地元との地道なパイプを有

していなかった浦和SCは、結果として元気がなくな

ってきてしまったという状況にあります。 

 浦和SCは、その本来の理念から、地域密着型で生

涯スポーツの実践を目指すクラブであることから、

今後は、地元でのＰＲ活動にいっそう努め、誰もが

楽しくサッカーを続けられるクラブであることを広

く知ってもらい、会員を増やしていき、楽しく活発

なJr.ユースコースにしていきたいと思いますので、

会員の方にもご理解とご協力をお願いします。 

 

【緊急事態発生！】 

Jr.ユースが毎週火曜日の18:00～練習でお借りし

ていた北浦和小学校の照明設備が１月20頃故障して

しまいました。年度末にかかることから、補修の予

算等の目途が立たず、しばらくの間、北浦和小学校

の使用ができない旨の連絡を市よりいただきました。 

代替施設を検討しますが、当面の間、Jr.ユースの

平日の練習は月・水の２日間のみになります。 

その代わりといっては何ですが、土日のいずれか

に、一般の練習と時間を少しずらしながら行えるよ

うに週末の練習日を設けることとしました。時間、

場所は予定表をご覧ください。 

 

【浦和ＳＣのＨＰを開設しました！】 

 やっと。。。。クラブのＨＰを開設しました！ 

 まだまだ稚拙なＨＰですが、外部へのＰＲととも

に、会員への連絡など、情報発信に用いていきたい

と思います。 

パソコンをお持ちの方は一度覗いてみて下さい。 

 ＰＲのためお知り合いのサイトにリンクを貼って

いただくことなども、ドンドンお願いします。 

 ちなみに、当然、クラブのe-mailアドレスも取得

しています。 

 e-mail：urawasc@jcom.home.ne.jp 

http://members.jcom.home.ne.jp/urawasc/ 

 

【一般の部 浦和市けやきリーグ参戦決定！】 

 去る１月23日、浦和市サッカー協会より、USC彩の

けやきリーグ加盟承認の通知が届きました。これに

より、一般会員は、現在、市民リーグ１部に所属す

るＡチームと、けやきリーグのＢチームの２チーム

体制で活動していくことが可能となりました。 

けやきリーグは、４部への昇格がなく、勝敗より

も生涯スポーツとしてのサッカーを楽しみたいとい

うチームで構成されており、まさに本クラブの（旧）

生涯コースの活動理念に合致したものと言えます。 

将来的に、会員数が増加した時には、さらにシニ

アリーグに参加し３チーム構成にするなど、年齢層

に応じたチーム編成なども考えていきたいと思って

います。 

 なお、チーム名のUSC彩は、リーグ内においてＡチ

ームの登録名である浦和SCと区別をつけるためのも

のであり、所属クラブの名称が変わるものではあり

ません。また、リーグへの会員の登録は、２重登録

できませんのでご注意ください。 

 

 
 
 
 
 
☆浦和ＳＣニュースは、クラブ内の情報交換を図

ることを目指して発行し始めましたが、クラブ

の外への情報発信・ＰＲも行っていきたいと思

います。 

☆外部へのＰＲにもどんどん利用してください。

必要があれば部数をお送りします。事務局まで

ご連絡ください。 

☆発行は不定期になることを、予めお断りしてお

きます（すみません ＾＾） 

☆ニュース、意見等投稿をお待ちしております

～ おまけ ～ 

☆ Vol.3では誌面の関係からおやすみします。 


